ＨＫ－１７様式

申請者及び製造所の連絡窓口と性能試験の供試品概要
	
	製 造 事 業 所 名
	担 当 部 課 名
	担当者氏名
	電話、FAX

	単一容器

又　は

外装容器
	
	
	
	

	内装容器

又　は

内容器
	
	
	
	

	組合せ容器
	
	
	
	

	検査試験場
	
	
	
	

	ＵＮマーク管理責任者名
	

	所有者名（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀﾝｸに限る）
	

	Operator（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀﾝｸに限る）
	

	検査証送付先（注：記入のない場合は、申請者に送付されます。）



	容器の種類
	
	型式
	

	検査の種類
	Ａ方式 Ｂ－１方式 Ｂ－２方式（初回、更新検査（　　　回目）、確認検査、数量追加）

初回・臨時（設計型式、一部変更、承認済）　中間（　　回目）　定期（　　回目）

	試験項目
	①調質（２４Ｈ、６Ｍ）　　　②吸水度（前回：令和　　年　　月　　日）

③性能（外観（内部･外部･構造）、積重、落下、気密、水圧、頂部吊上げ、底部持上げ、

引落し、引起し、裂け伝播、附属設備、その他（　　　　　　　　））

④工場調査（前回：令和　　年　　月　　日）

	供試品の製造年月日
	令和　年　月　日

	最大許容総質量
	㎏
	設計型式承認日
	令和　年　月　日

	容器質量
	㎏
	設計型式承認の

危険物容器検査証番号
	－　第　　　号

	許容正味質量
	㎏
	最大使用圧力
	kPa

	内容量
	㍑(㎏)
	最大積重段数
	個

	容器内容量（20℃）
	㍑
	積重荷重
	㎏

	収 納 予 定 物 質
	国連番号
	
	品名
	

	
	容器等級
	Ⅰ，　Ⅱ，　Ⅲ
	計画最大比重
	

	試験時の代替物質
	

	供　試　品　数
	（　　　　　　）個　＋　予備（　　）　個　＝　合計（　　　　　　）個

	備　　　考：




申請者及び製造所の連絡窓口と性能試験の供試品概要の記載要領　
１．各項目の記載要領

　（１）製造事業所名・担当部課名・担当者氏名・電話、FAX


１）単一容器

小型容器、ＩＢＣ容器、大型容器の単一容器の申請者とポータブルタンク、高圧容器、フレキシブルバルクコンテナの申請者は、容器の製造事業者名、担当部課名、担当者氏名をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載すること。「内装容器又は内容器」と「組合せ容器」の欄は空欄とすること。

性能試験を行う場所の事業所名、担当部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸをそれぞれ「検査試験場」の欄に記載すること。

２）複合容器

小型容器、ＩＢＣ容器で複合容器の申請者は、外装容器を製造する会社名、担当部課名、担当者氏名をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載してください。内容器を製造する会社名、担当部課名、担当者氏名をそれぞれ「内装容器又は内容器」の欄に記載すること。

性能試験を行う場所の事業所名、担当部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸを「検査試験場」の欄に記載すること。

３）組合せ容器

小型容器、大型容器で組合せ容器の申請者は、外装容器を製造する会社名、担当部課名、担当者名をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載すること。内装容器を製造する会社名、担当部課名、担当者名をそれぞれ「内装容器又は内容器」の欄に記載すること。最終的に組合せ容器として完成させる会社名、担当部課名、担当者名をそれぞれ「組合せ容器」の欄に記載すること。外装容器又は内装容器を複数の会社のものを用いる場合には、１社目を１行目に、２社目を２行目に、３社目を３行目にそれぞれわかりやすく記載すること。欄に書ききれない場合には、各列に「別紙」と記載し、別紙を用いてもよい。

性能試験を行う場所の事業所名、担当部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸを「検査試験場」の欄に記載すること。
（２）ＵＮマーク管理責任者名

Ｂ方式検査を行うすべての容器は、「ＵＮマーク管理責任者名」の欄にＵＮマーク管理責任者の部署名と氏名を記載すること。
（３）所有者名（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀﾝｸに限る）
　　　　ポータブルタンクを受検する場合は、ポータブルタンクの所有者名を記載すること。
（４）Operator（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾀﾝｸに限る）
　　　ポータブルタンクを受検する場合は、ポータブルタンクの取扱者名を記載すること。
　（５）検査証送付先

危険物容器検査証と、申請書の写し（要求した場合）を送付する先が、申請者又は申請書に記載された担当者と異なる場合には、送付先を郵便番号、住所、部署担当者名及び電話番号を正確に記載すること。記入のない場合は、申請者又は申請書に記載された担当者に送付する。

（６）容器の種類・型式

１）容器などの種類は、危険物容器検査申請書の「検査を受けようとする容器及び包装」の欄に記載した、種類及び材質を記載すること。

２）型式は、危険物容器検査申請書の「検査を受けようとする容器及び包装」の欄に記載した、型式を記載すること。
　（７）検査の種類
　　　　検査の種類等については、該当する項目を○ で囲むこと。
なお、「初回・臨時（設計型式、一部変更、承認済）　中間（　　回目）　定期（　　回目）」については、ＩＢＣ容器（金属製ＩＢＣ容器、硬質プラスチックＩＢＣ容器及び複合ＩＢＣ容器に限る）、ポータブルタンク及び高圧容器のみ記載のこと。
　（８）試験項目

試験項目は、受検者との実施項目の相互確認のために、「細則」に要求される該当試験項目を○で囲むこと。
1) 調質（２４Ｈ、６Ｍ）の「２４Ｈ」とは、小型容器の紙袋、ファイバドラム及びファイ
バ板箱等（ＩＢＣ容器及び大型容器にも該当容器有り）に対する２４時間調質をいう。
次に「６Ｍ」とは、プラスチック製容器であって、液体を収納する単一容器及び複合容
器に対するプラスチック材料に対する６ヶ月調質をいう。
2) 記載のない試験項目（ファイバ板製ＩＢＣ容器の板紙の衝撃あなあけ強さ試
験等）については、本欄の余白に記載すること。

3) ＨＫの検定員の立会の下又は（一社）日本船舶品質管理協会製品安全評価センターで行った吸水度試験の日付を記載すること。（初めて検査を受検する場合については、記載は不要とする。）

4) ＨＫの検定員の立会の下で行った工場調査の日付を記載すること。（初めて検査を受検する場合とＢ方式検査対象容器以外については、記載は不要とする。）
　（９）供試品の製造年月日

性能試験を行うために用意された試験品が製造された年月日を記載すること。

　（１０）最大許容質量等

容器及び包装の最大許容質量等の記載方法について。

１）「最大許容総質量」は、次のとおり記載すること。
（a) 小型容器：容器質量（下記2）を参照）と許容正味質量（下記3）(a)を参照）の合計を㎏で記載すること。
 　　　 （b) ＩＢＣ容器及び大型容器は、容器の表示に記載されている最大許容総質量の数値を記載すること。
 （c) ポータブルタンクは、容器の追加表示に記載されている「Maximum permissible gross 
mass（MPGM）」の数値を記載すること。
２）「容器質量」は、単一容器及び複合容器の場合には容器本体の質量を、組合せ容器の場合には、外装容器と緩衝材等の合計質量を㎏で記載すること。
なお、ＩＢＣ容器（金属製ＩＢＣ容器、硬質プラスチックＩＢＣ容器及び複合ＩＢＣ容器に限る）及びポータブルタンクについては、下記のとおり記載すること。
　　　　　(a) ＩＢＣ容器
           　　容器の追加表示に記載されている「容器質量」の数値を記載すること。
　　　　　(b) ポータブルタンク

  　　　　　　容器の追加表示に記載されている「Unladen (tare) mass」の数値を記載すること。
３）「許容正味質量」は、次のとおり記載すること。この欄は、小型容器と大型容器の場合に記載すること。
(a) 小型容器：単一容器に収納できる最大正味質量（液体の場合は、収納物質の最大比重
×内容量を、組合せにあっては、内装容器及び内装容器に収納される内容物の最大質量の合計質量）をkgで記載すること。
(b) 大型容器：最大許容総質量（(上記1）(b))－容器質量(上記2)）をkgで記載すること。
４）「内容量」は、単一容器及び複合容器の場合は、容器の内容積（ﾘｯﾄﾙ）を、箱及び袋の単一容器の場合には総質量（㎏）を、組合せ容器の場合には内装容器１個あたりの容量（リットル。ただし、内装容器が箱又は袋の場合は㎏）とその個数（例：１リットル容器が４個である場合、１ﾘｯﾄﾙ×４個）を記載すること。この欄は、小型容器、と大型容器の場合に記載すること。なお、内容量は、危険物容器検査申請書の「検査を受けようとする容器及び包装」の内容量と同じ値であること。
５）「容器内容量（20℃）」は、２０℃の水に換算した内容量を記載すること。この欄は、ＩＢＣ容器（金属製ＩＢＣ容器、硬質プラスチックＩＢＣ容器及び複合ＩＢＣ容器に限る）、ポータブルタンクの場合に記載することし、記載要領は下記のとおりとすること。
　　　　　(a) ＩＢＣ容器
           　　容器の追加表示に記載されている「２０℃における内容量（リットル）」の数値を記載すること。
　　　　　(b) ポータブルタンク

  　　　　　　容器の表示に記載されている「Tank water capacity at 20℃」の数値を記載する
こと。
６）「設計型式承認日」及び「設計型式承認の危険物容器検査証番号」は、ＩＢＣ容器（金属製ＩＢＣ容器、硬質プラスチックＩＢＣ容器及び複合ＩＢＣ容器に限る）及びポータブルタンクの場合であって、初回検査(C)を受検する場合には、ＨＫの設計型式承認日と設計型式承認時の危険物容器検査証の証明書番号をそれぞれ「設計型式承認日」と「設計型式承認の危険物容器検査証番号」の欄に記載すること。

７）「最大使用圧力」は、ＩＢＣ容器及びポータブルタンクの場合であって、「最大使用圧力等」を規定している場合は、容器の最大使用圧力等をキロパスカルで記載すること。

８）「最大積重段数」は、ＩＢＣ容器、大型容器であって、運送中に容器の上に積み重ねられる個数を「最大積重段数」に記載すること。

９）「積重荷重」は、積重試験を行う小型容器、ＩＢＣ容器、大型容器の場合には、検査試験基準を下に計算された値以上の試験時に積み重ねられる荷重（キログラム）を「積重荷重」の欄に記載すること。

（１１）収納物質等

１）容器に収納しようと計画している物質を「収納予定物質」の欄に記載すること。複数ある場合には、国連番号、品名は、備考欄又は別紙を用いること。

２）計画最大比重は、単一容器、組合せ容器の内装容器又は複合容器の内容器に液体を収納する場合の液体の比重を記載すること。複数の液体を収納することを計画している場合には、その最大の比重を記載すること。固体の場合には、空欄とすること。

（１２）試験時の代替物質

落下試験と積重試験時に供試品に収納する化学薬品の代替物質を使用する場合には、その内容物（水、砂、おが屑等）の全てを記載すること。代替物質を使用せず、輸送物質の現物を収納して試験を行おうとする場合には、その薬品名と国連番号を記載し、「（輸送現物を使用）」の文字を記載すること。

（１３）供試品数

供試品数は、性能試験で必要となる個数を記載すること。

２．「備考」欄には当該検査において申請者からの申し出による留意すべき事項等について記載すること。

例）・証明書の交付希望日

・繰り上げ受検に関する内容
・吸水度試験・工場調査の省略願い提出に関すること　　など

３．数量追加の申請の場合には、試験品の製造年月日及び試験時の代替物質の欄には、性能試験を実施した時の本様式に記載した事項記載すること。供試品数の欄は、空欄とすること。

４．確認検査の申請の場合には、自社で試験を行ったときに使用した試験品の製造年月日及び試験時の代替物質を記載すること。供試品数は、試験に使用した供試品の数を記載すること。
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